
平成３０年度角田市当初予算の概要

角田市総務部財政課
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平成３０年度 主な事業の概要説明 
～ 一般会計 ～ 

２款 総務費 ※カッコ内は平成29年度当初予算額 （単位：千円） 

１項１目 一般管理費 

①市制施行60周年記念事業

〔新規〕

 4,416 

（0） 

市制施行60周年を記念し、式典ほか記念事業を実施する。 

〇記念式典：第１部記念式典、第２部アトラクション  10月 １日（月） かくだ田園ホール 

〇記念事業：ＮＨＫ「ラジオ深夜便のつどい」公開収録 10月13日（土） かくだ田園ホール 

１項８目 企画費 

②地方創生推進事業（Challenge

Million 2016負担金） 

〔継続〕 

 39,200  

（19,200） 

地域ブランドの確立と交流人口の拡大を図るため、地域資源ミックスによる観光ツールやスポーツ、観光情報

等を一元化して発信する情報発信ツールの開発に取り組むとともに、その起爆剤として各交流拠点施設を結ん

だイベント（牟宇姫お輿入れ400年イベント等）を実施する。 

〇牟宇姫の郷ブランド創出関連 21,980千円 

〇「スポーツ」と「道の駅」との連携による地域経済活性化関連 17,020千円 

（角田産食材を使用した健康をテーマとする食品開発等、総合パンフレット制作等のＰＲ費等）  

〇ラジオ、フリーペーパー等のメディアを通したプロモーション展開（ラジオスポットＣＭ 100本等） 

③ふるさと納税事業

〔継続〕

 43,101 

（43,101） 

寄附希望者の利便性向上を図るため、平成27年10月からインターネットでのクレジットカード決済を導入し、

新たな魅力ある特産品を返礼品として拡充を図りながら、ふるさと納税による寄附を推進する。 

（平成30年度歳入予算：１億円） 

１項10目 地域振興費 

④地域協力活動推進事業

〔継続〕

 11,880 

（11,976） 

都市住民を地域おこし協力隊員として受け入れ、一定期間以上地域に居住して、地域ブランドや地場産品の開

発・販売・ＰＲ等の地域活動の支援や農林水産業への従事、住民の生活支援を行いながら地域への定住・定着

を図る。 

○任期：１年以内（最大３年まで再任可能） ○活動地域：西根地区 ○人員：３人

⑤阿武隈急行線利用者助成等

事業 〔新規〕〔継続〕

 4,683 

（5,127） 

地域鉄道として沿線住民の生活を支える阿武隈急行線の利用拡大と、マイレール意識の醸成を図るため、団体

利用に対する運賃助成（3,636千円）やポイントカード導入等による利用促進を図る。平成30年度は、阿武隈

急行線全線開通30周年を迎えるため、新規に沿線自治体と合同でモニターツアーの開催（325千円）や、あぶ

Ｑウォーク等の利用促進イベントの拡充を図る。 
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⑥定住促進、角田・いらっしゃい

プラン推進事業 〔継続〕

19,036 

  （18,757） 

人口減少を抑制し地域の活性化を図るため、新規転入者等の住宅取得を支援する。空き家（中古）の有効活用

のための改修加算の新設や土地取得要件の撤廃等制度内容の周知を強化し、定住促進と地域の活性化を図る。 

○転入者：40万円（新築）、20万円（中古）＋改修加算（20万円）

○市内子育て世帯：20万円（新築）、10万円（中古）＋改修加算（20万円）

１項11目 交流推進費 

⑦銀河連邦交流事業

〔継続〕

   3,328 

（1,581） 

宇宙関連施設のある国内６自治体（相模原市、能代市、大船渡市、佐久市、大樹町、肝付町）と「銀河連邦」

を構成し、経済交流や子ども留学交流など広範な交流を通じて友好の絆を深め、加盟国間相互の経済、社会及

び文化等の発展を図る。平成 30 年度は、ホスト国として、銀河連邦フォーラムの開催、子ども留学交流事業

を開催する。全国に銀河連邦及び各共和国を周知する絶好の機会と捉え、銀河連邦事業の充実を図る。 

○主な事業

５月 銀河連邦フォーラム（角田市）

７月 銀河連邦子ども留学交流事業（角田市）

９月 銀河連邦魅力発信事業（JAXA一般公開・はやぶさ祭等）

１項16目 諸費 

⑧婚活支援事業

〔継続〕

 1,876 

（1,950） 

市内の独身者の結婚活動をサポートするため、結婚を希望する独身男女の出会いの場づくり、婚活セミナー、

婚活バンク登録による情報提供などの婚活支援事業を行う。 

〇交流イベント ４回 

〇事前セミナー ６回（男性向け２回、女性向け４回） 

３款 民生費 

３項４目 子ども子育て支援費 

⑨子ども・子育て支援事業計画策

定事業 〔拡充〕

  7,850

（4,052） 

平成32年度から５年間を計画期間とする次期子ども・子育て支援事業計画の策定及び少子化等により利用者

数の減少が著しい児童館（センター）・公立幼稚園等の今後のあり方を検討する場として、子ども・子育て会

議を活用、開催する。（平成30年度は６回の開催を予定） 

⑩認定こども園経営安定化補助

事業 〔新規〕

 10,000

（0） 

平成30年度から開園する認定こども園「なかよしこどもえん」について、開設から２年間に限り、経営安定

化のための補助金を交付する。 

〇平成30年度：上限1,000万円、平成31年度：上限500万円 

⑪利用者支援事業（母子保健型） 

〔新規〕

  2,766 

 （0） 

主に妊産婦及び乳幼児の実情を把握するとともに、妊娠・出産・育児に関する各種相談に応じ、必要に応じて

支援プランの策定や保健医療又は福祉に関する関係機関との連絡調整を行い、妊娠期から子育て期にわたるま

での切れ目のない支援を提供する。 

〇子育て世代包括支援員の配置 １名 
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３項７目 保育施設整備費 

⑫保育施設整備事業

〔継続〕

  248,722 

（235,381） 

老朽化により建て替えが必要な角田保育所の後継施設について、民間資本を活用し、民設・民営による移転・

新築の補助を行う。 

○（仮称）角田光の子保育園、利用定員140名、平成31年４月開所予定

〇整備事業費：392,894千円、建築場所：総合保健福祉センター南側（旧福祉公園） 

６款 農林業費 

１項３目 農業振興費 

⑬野菜振興事業

 〔継続〕 

 3,929 

 （4,491） 

野菜の生産・販売の拡大を図るため、施設の導入、種苗代の一部を助成する。 

○園芸特産重点強化整備事業

ブロッコリー等施用機器取得 2,428千円(≒4,858千円×1/2)

交付先：みやぎ仙南農業協同組合 ブロッコリー部会、トマト部会

○野菜生産振興事業

ブロッコリー、ネギ、トマト、その他の種苗代 1,500千円(4,500千円×1/3)

交付先：農業生産組織

⑭花き振興事業

〔継続〕

 2,698 

 （4,068） 

○園芸特産重点強化整備事業

花壇苗用育苗ハウス取得 2,698千円(≒5,398千円×1/2)

交付先：みやぎ仙南農業協同組合 角田苗部会

⑮果樹振興事業

〔新規〕

  2,374 

 （0） 

○園芸特産重点強化整備事業

剪定用電動ハサミ等取得 2,374千円(≒4,750千円×1/2)

交付先：角田市果樹振興協議会

⑯6次産業化支援事業

〔継続〕

  4,000 

 （4,000） 

農産物の6次産業化を推進するため、施設設備の導入に係る費用の一部を助成する。 

○角田市6次産業化支援事業費補助金

えごま加工施設、設備等の導入 4,000千円(10,184千円×2/3、上限4,000千円)

交付先：市内法人１社
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⑰人・農地プラン推進事業

〔継続〕

33,583 

（47,422） 

○担い手への農地集積事業

・地域集積協力金  7,200千円(180千円/1ha×40ha)

・経営転換協力金 15,000千円(300千円/ha×50戸)

・耕作者集積協力金  50千円(50千円/ha×1ha)

○農業次世代人材投資事業費補助金 6,000千円(1,500千円×4人)

○農業経営の法人化支援事業費補助金

  1,200千円〔800千円×1法人(複数戸以上)、400千円×1法人(戸別経営)〕 

○農業後継者就農支援事業補助金

  農業後継者が就農した場合、規模拡大や生産コストの削減のための機械導入に対する助成 

  2,500千円(500千円×5人) 上限500千円/人 

○新規就農者定住促進支援事業補助金

  農業次世代人材投資事業費補助金の受給者が転入し、就農した場合の家賃に対する助成 

  360千円(30千円×12カ月×1人) 上限30千円/月  

⑱環境保全型農業直接支払交付

金事業 〔継続〕

11,430 

（11,414） 

環境にやさしい農業の取組みを推進するため、安全安心な米作りを推進する。 

○カバークロップ(緑肥)施用 2,256千円(28.2ha×8,000円/10a)

交付先：鳩原環境保全会

○堆肥の施用 9,174千円(417 ha×2,200円/10a)

交付先：ふるさと安心米生産組合協議会、㈲角田健土農場

１項５目 畜産業費 

⑲畜産振興事業（肉用牛・乳牛

振興事業） 〔継続〕

 3,226 

 （3,424） 

高能力種雄牛産子雌牛の保有割合を高め、和牛の有力産地としての形成を図るため、優良繁殖雌牛の導入費用

の一部を助成する。 

○優良繁殖雌牛導入特別対策事業費補助金 3,000千円(20頭×150千円)、上限150千円/頭

１項６目 農地費 

⑳多面的機能支払交付金事業

〔継続〕

94,047 

（93,314） 

農業・農村に有する多面的機能の維持・発揮を図るための地域の共同活動及び農業用用排水路等の長寿命化の

ための補修・更新等を行う組織を支援する。 

○農地維持支払及び資源向上支払(共同) 90,901千円

・29年度までの38組織に２組織を加え、40組織で取り組む。協定面積2,209haでカバー率61.6％

○資源向上支払(施設の長寿命化) 2,700千円

・３組織で取り組む。
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㉑農地整備事業 

〔新規〕 

 3,728 

（0） 

区画形状の拡大、農道、暗渠排水等を整備し、汎用耕地による土地利用率の向上を図り、農業生産性の向上、

農業構造の改善に資する。 

○尾袋川東地区

・受益面積：85ha

・調査、計画：Ｈ30～32年度  工事(予定)：Ｈ33～38年度 

・総事業費：1,700,000千円

・負担割合：国50％、県27.5%、市10％、地元12.5%

１項７目 農作物災害対策費 

㉒農作物災害対策事業 

 〔拡充〕〔継続〕 

 21,895 

（23,877） 

○角田市鳥獣被害対策実施隊の活動報酬 950千円

○有害鳥獣駆除活動謝礼(イノシシわな駆除) 2,304千円

○有害鳥獣駆除捕獲謝礼(イノシシ捕獲・1,100頭) 11,000千円

○狩猟免許取得促進事業費補助金（1/2補助→10/10補助） 【拡充】

・わな猟免許取得等 141千円、銃所持許可及び銃猟免許取得等 347千円

○角田市有害鳥獣駆除隊員連絡協議会への補助 937千円

○角田市鳥獣被害防止対策連絡協議会への補助 1,290千円

○農作物鳥獣被害防止対策事業費補助金(電気柵、捕獲猟具) 3,009千円

○南奥羽鳥獣害防止広域対策協議会負担金 870千円

２項１目 林業総務費 

㉓林業振興対策事業 

〔新規〕〔拡充〕〔継続〕 

   11,788 

（5,196） 

○森林巡視員報酬 530千円

○松くい虫被害木伐倒駆除業務委託料 1,500千円

○ナラ枯れ被害木駆除業務委託料 4,344千円【拡充】

・立木くん蒸処理：1,000本、伐倒くん蒸処理：100本

○林地台帳整備業務委託料 2,614千円【新規】

○造林事業費補助金 1,190千円

○林業振興事業費補助金 800千円

○みんなの森林づくりプロジェクト推進事業交付金 230千円【新規】

・活動組織：大森山をあおぐ会

・事業内容：里山林の景観維持や侵入竹の伐採・除去、作業道の補修・機能強化等
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７款 商工費 

１項５目 賑わいの交流拠点施設整備費 

㉔賑わいの交流拠点施設整備 

 事業（道の駅） 〔継続〕 

  144,911 

（671,774） 

角田中央公園周辺に賑わいの交流拠点施設整備を推進するため、施設管理及び厨房用備品等の購入、施設管理

運営会社への出資及び出荷農産物の生産振興補助、国土交通省へ道の駅登録等を行う。 

○整備規模：Ａ≒1.7ha（市道新設を除く）

○事業期間：Ｈ26～30 年度（供用開始 Ｈ31年春）

○総事業費：1,126,000千円

８款 土木費 

２項３目 道路新設改良費 

㉕道路改良事業（通常事業） 

〔継続〕 

10,931 

（48,846） 

市民生活の利便性向上のため、集落間などの連絡網整備として市道の改良事業を実施するもので、市道の拡幅

改良及び側溝の整備を計画的に進める。 

○通常事業 ６路線

・中島団地内道路側溝整備工事 Ｌ＝80ｍ

・左関団地内道路側溝整備工事 Ｌ＝80ｍ

・天神町中島下線用地購入

・高畑北６号線用地購入

・高畑北２号線用地購入

・清台坂下線用地購入

㉖土浮堂前線道路整備事業 

〔継続〕 

 54,570 

（105,001） 

東根地区の中心部を通る幹線道路で、沿道には住宅や公共施設が連担し東根小学校への通学路となっている。

自動車交通量が大幅に増加していることから、本路線の歩道等の整備を行う。 

○事業内容 

・道路改良工事費積算業務

・道路改良工事 Ｌ＝220ｍ Ｗ＝7.5ｍ（うち歩道 2.5ｍ） 

○全体計画 

・全体事業費：345,000千円

・事業期間：Ｈ23～30年度

・施工延長：Ｌ＝1,058ｍ Ｗ＝7.5ｍ（うち歩道 2.5ｍ） 
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㉗坊前線道路整備事業 

〔継続〕 

   46,570 

（41,000） 

横倉地区の通学の安全を確保するため坊前線の整備を行う。 

○事業内容 

・用地購入、建物等補償 

・道路改良工事 Ｌ＝100ｍ Ｗ＝7.5ｍ（うち歩道 2.5ｍ）

○全体計画

・全体事業費：200,000千円

・事業期間：Ｈ28～32年度

・施工延長：Ｌ＝410ｍ Ｗ＝7.5ｍ（うち歩道 2.5ｍ）

㉘沼南野田前線道路整備事業 

〔継続〕 

28,956 

  （10,000） 

小田川の河川管理者である宮城県との共同工事で沼南橋の橋梁整備を行うとともに、併せて沼南野田前線の整

備を行う。（工事は宮城県が行い、角田市は負担金を支払う。） 

○事業内容 

地質調査業務、用地購入、橋りょう整備事業負担金 

○全体計画 

・全体事業費：316,700千円（角田市負担分37,600千円） 

・事業期間：Ｈ28～32年度 

○工事概要 

・沼南橋  Ｌ＝40.6ｍ  Ｗ＝5.0ｍ 鋼橋１径間

・取付道路 Ｌ＝172.3ｍ Ｗ＝5.0ｍ（1.0＋4.0） 

２項４目 道路舗装費 

㉙道路舗装事業（社総交事業、

通常事業） 〔継続〕 

  113,020 

  （121,020） 

交通渋滞の緩和、安全性の確保や市民生活の向上を図るため、集落間の市道及び住宅連坦区域内などの市道に

ついて、角田市道路修繕計画などに基づき、道路舗装事業を計画的に進める。 

〇道路長寿命化計画策定業務 

○社総交事業 11路線 

・北岡毛萱線 Ｌ＝300ｍ Ｗ＝6.4ｍ 

・寺前笠島線 Ｌ＝100ｍ Ｗ＝6.0ｍ 

・金津石川口線   Ｌ＝250ｍ Ｗ＝3.8ｍ 

・君萱毛萱線 Ｌ＝300ｍ Ｗ＝5.5ｍ 

・南大坊泉田線   Ｌ＝160ｍ Ｗ＝5.0ｍ 

・駅前花島線 Ｌ＝220ｍ Ｗ＝6.5ｍ 
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・峰岸寺前線 Ｌ＝240ｍ Ｗ＝5.0ｍ 

・角田橋半田線   Ｌ＝120ｍ Ｗ＝5.0ｍ 

・鹿島大窪線 Ｌ＝150ｍ Ｗ＝4.5ｍ 

・立石熊野田線   Ｌ＝250ｍ Ｗ＝4.5ｍ 

・荒屋敷金神線   Ｌ＝130ｍ Ｗ＝4.5ｍ 

○通常事業 ２路線

・横倉高倉線 Ｌ＝100ｍ Ｗ＝8.5ｍ 

・南大坊泉田線   Ｌ＝160ｍ Ｗ＝5.5ｍ 

２項５目 橋りょう維持費 

㉚橋りょう維持補修事業 

〔継続〕 

 228,048 

 （115,001） 

老朽化の著しい枝野橋（東町寄井線）等について、橋りょうの安全性確保と機能保全を図るため計画的に修繕

を進める。 

○事業内容 

・枝野橋橋りょう補修工事費積算業務

・枝野橋橋りょう補修工事 Ｌ＝200ｍ 上部工塗装工、支承補修工等

・半田２号橋補修工事 地覆、防護柵等

○枝野橋：事業期間 Ｈ27～31年度、総事業費 894,000千円、施工延長 Ｌ＝600ｍ

㉛橋りょう長寿命化修繕計画 

事業 〔継続〕 

 17,080 

 （9,150） 

平成 25 年度の道路法等の改正により、橋りょうなどの構造物について定期点検基準が規定され５年に１回の

点検が義務化されたことから、引き続き橋りょうの定期点検業務を実施する。 

○橋りょう定期点検業務 42橋の点検

４項３目 都市街路事業費 

㉜住社橋橋りょう整備事業 

〔継続〕 

  357,032 

（211,993） 

平成 18 年度から宮城県で小田川の河川改修事業が再開されたことに伴い、歩行者と車両の円滑な通行と安全

を確保するため、河川改修と併せて野田地区と中心市街地を結ぶ住社橋（大沼野田前線）の橋りょう整備を計

画的に進める。 

○事業内容

・橋りょう整備上部工積算・監理委託業務

・橋りょう整備工事 上部工、函渠工

○全体計画

・橋長 Ｌ＝124.3ｍ 幅員 Ｗ＝12.0ｍ（うち歩道2.5ｍ）

・取付道路延長 Ｌ＝464.2ｍ

・全体事業費：1,293,000千円、事業期間：Ｈ22～30年度
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４項４目 公園管理費  

㉝公園遊具施設修繕事業 

 〔継続〕 

   40,500 

  （20,500） 

公園施設の安全性確保と機能保全を図りつつ、維持管理予算の縮減や平準化を図るため、公園施設長寿命化計

画に基づき計画的に更新・修繕を行う。 

○台山公園ローラーすべり台更新 

㉞角田中央公園管理事業 

 〔新規〕〔継続〕 

    80,141 

（75,998） 

角田中央公園を適正に管理するため指定管理者に委託するとともに、必要な整備等を行う。 

〇角田中央公園交通公園園路改修事業 

  利用者の安全性確保及び利便性を図るため、経年劣化している園路を改修する。 

〇角田中央公園ウォーキングコース整備事業  

角田中央公園内に健康ウォーキングコースを整備し、ウォーキングコースの拠点化を図る。 

 

 

９款 消防費 

１項５目 災害対策費  

㉟災害対策事業 

 〔継続〕 

   16,556 

（18,230） 

様々な災害からの被害を最小限にとどめるため、災害対策事業を行う。 

○避難所看板作製事業 

 ・災害種別図記号を使い、避難所表示看板の張り替えを行う。（小・中学校、角田高等学校、張り替え12基） 

○防災研修事業 

 ・自主防災組織や防災士等を対象とした防災研修を実施する。 

  委託先：東北福祉大学（「連携協力に関する覚書」による。） 

○防災倉庫整備事業 

 ・防災拠点に防災倉庫を整備し、災害に備えた防災資機材等を備蓄する。（道の駅・新設1棟） 

１項６目 放射線対策費 

㊱放射線対策事業 

 〔継続〕 

    3,377 

（3,913） 

放射線に係る市民生活の不安解消のため、引き続き空間放射線量の測定等を行う。また、東京電力ホールディ

ングス株式会社に対し、引き続き福島第一原発事故による損害賠償手続きを行う。さらに、賠償がなされてい

ない額について、原子力損害賠償紛争解決センター（ＡＤＲ）への申立てを行う。 

 

 

１０款 教育費 

１項２目 事務局費 

㊲学校適正規模検討事業 

 〔新規〕 

    2,018 

（0） 

児童生徒数の減少に伴い小中学校の小規模化が進行する中で、学校生活、学校運営等に関する諸問題に対応す

るため、「角田市学校適正規模検討委員会」を設置し、学校の適正規模、適正配置等について検討する。 
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１項３目 教育振興費 

㊳語学指導事業 

 〔継続〕 

   13,871 

（13,249） 

外国語活動推進のため、小中学校に英語指導助手（ＡＬＴ）を配置する。 

〇英語教育の充実に努め、英語によるコミュニケーション能力の育成を図る。 

〇国際理解教育への興味・関心を高め、国際交流活動の進展や活性化を図る。 

〇ＡＬＴ（英語指導助手）：３名 

 

㊴学校特別支援事業 

 〔拡充〕 

   28,334 

（26,047） 

通常の学級に在籍する発達障害や注意欠陥等を抱える児童生徒、及び特別支援学級に在籍する児童生徒に対応

する特別支援教育支援員を配置する。 

〇対象児童生徒の増加により、特別支援教育支援員の配置数も増加傾向にある。 

〇特別支援教育支援員配置数 H30見込：26名（３名増） 

（H26：18名、H27：18名、H28：20名、H29：23名）  

㊵学力向上推進事業 

 〔継続〕 

   10,951 

（9,954） 

学力向上対策に積極的に取り組むことにより、学校を活性化させ一層の学力・学習意欲の向上を図る。 

〇学校図書館支援員の配置（H30：４名） 

〇角田市独自の学力テスト（小1から中2まで）を実施し、児童生徒の個々の課題を把握し学習指導等に生か

すとともに、学力向上のための取り組みを推進する。 

 

㊶学び支援コーディネーター等

配置事業 〔継続〕 

    4,327 

（3,940） 

学び支援コーディネーター等の配置により児童生徒等の学習・交流の促進を通じ、全体的な学力の向上を図る。 

〇学び支援コーディネーターの配置（H30：1名） 

〇宮城教育大学との連携 

〇学び支援員による長期休業期間や放課後の学習支援等 

 

㊷スクールソーシャルワーカー 

 活用事業 〔継続〕 

    1,800 

（2,939） 

いじめや不登校等児童生徒の指導上の課題に対応するため、教育分野に関する知識に加えて、社会福祉等の専

門的な知識・技術を活用して児童生徒の置かれた様々な環境に働きかけ、支援を行うスクールソーシャルワー

カーを配置し、関係機関との連携を通じて問題を抱える児童生徒の支援を行う。 

 

㊸子どもの心のケアハウス運営

事業 〔新規〕 

     

14,707 

    （0） 

小中学校における不登校等の問題を抱える児童生徒及びその保護者に対し、教育相談、生活相談及び学習指導

等の支援をすることにより、不登校等の児童生徒の自立及び学校生活への自発的な復帰を促し、健全な児童生

徒の育成に寄与することを目的とする。 

〇非常勤職員 ５名配置 
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５項１目 社会教育総務費  

㊹自主文化事業 

 〔新規〕 

   11,110 

（0） 

角田市芸術文化振興会の事業を見直し、角田市教育委員会（生涯学習課）は、アーティストを招致した鑑賞事

業を実施する。 

〇自主文化事業委託料（生涯学習課とイベント企画会社共催事業等） 8,440千円 

〇角田市芸術文化振興会（うぇいく）負担金は、別事業において2,500千円計上し、市民と演者が一体となっ

て楽しめる事業を企画運営する。 

５項２目 公民館費  

㊺自治センター施設整備事業 

 〔継続〕 

   27,680 

（2,000） 

防災拠点施設である小田自治センターの避難所機能の強化を図るため、トイレの男女別化等の改修工事を実施

する。 

〇改修工事設計業務委託、改修工事 

（緊急防災・減災事業債活用） 

６項１目 保健体育総務費  

㊻スポーツ振興事業 

 〔新規〕〔継続〕 

   12,148 

（12,824） 

体育協会をはじめとする各種スポーツ団体の自主的活動を支援するとともに、地域に密着したスポーツ推進委

員活動を推進し、スポーツ指導者の養成、資質の向上に努める。 

○toto助成金活用：阿武隈リバーサイドマラソン大会実行委員会負担金（第31回大会） 4,500千円 

〇2020東京オリンピック・パラリンピック強化支援対策事業費補助金【新規】 100千円 

６項２目 体育施設費  

㊼総合体育館管理運営事業 

 〔継続〕 

   33,697 

（31,121） 

市民のスポーツ振興のため、トレーニング室の老朽化したランニングマシン等の備品の更新を行い、安全で快

適な体育施設の管理を行う。 

○スポーツ振興くじtoto助成金を活用（ランニングマシン等） 

㊽スポーツ交流館管理運営事業 

 〔継続〕 

   23,694 

（31,161） 

市民のスポーツ振興を図るため、スポーツ交流館における教育機関の機能を発揮できるよう新たにスタッフ・

指導者・ボランティアの育成、スポーツ情報の発信、スポーツ活動の支援等を行う。 

〇スポーツ交流館指定管理料 15,550千円 

 （クラブハウスの充実、専門スタッフの配置、スポーツ団体の支援） 
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各予算科目から集約 

㊾仙南クリーンセンター建設に 

 係る毛萱地区地元対策事業 

 〔継続〕 

     64,800 

  （126,200） 

建設地の毛萱地区における地元対策として、本年度は、道路等の３箇所の整備事業を行う。 

○平成30年度予定事業 

 ・宮橋岩ノ沢線道路改良工事 

 ・龍ヶ沢寺又線道路改良工事 

 ・龍ヶ沢寺又線ほか水道本管布設工事 

○事業期間 Ｈ25～31年度 

○総事業費 722,541千円 

○寄附金 623,370千円 

㊿地区振興協議会要望事業 

 〔継続〕 

    94,147 

    （92,000） 

○平成30年度予定事業 ９か所 

 ・角田地区：中島下地内歩道整備工事 

 ・横倉地区：坊前線道路改良工事等（再掲） 
         ※〔社会資本整備総合交付金事業〕 

 ・小田地区：丸山専福寺線道路整備工事 

 ・枝野地区：光畑線道路改良工事等 

 ・藤尾地区：五反田松橋線道路改良工事等 

 ・東根地区：銀杏石切線(１工区)道路改良工事 

 ・桜 地 区：一本木町玉木線道路改良工事 

・北郷地区：福田線舗装工事  

 ・西根地区：龍ヶ沢寺又線道路改良工事（再掲） 

         ※〔仙南クリーンセンター建設に係る毛萱地区地元対策事業〕 

○地方創生推進事業交付金事業 

（Challenge Million 2016事業） 

 〔継続〕 

    54,900 

（49,500） 

○平成30年度予定事業 

 ・Challenge Million 2016負担金（再掲）     39,200千円 

 ・角田中央公園ウォーキングコース整備費（再掲） 15,700千円 

○事業期間 Ｈ28～30年度 

○総事業費 120,400千円 
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～ 特別会計等 ～ 

国民健康保険事業特別会計 ５款１項２目 保健推進費 

〇インセンティブ事業  

 〔継続〕 

     5,605 

   （7,417） 

予防・健康づくりのきっかけを強化するため、平成 29 年度から、運動場面だけでなく、生涯スポーツ体験や

疾病予防の分野に拡大して実施している健康ポイント事業を、引き続き国保事業の保険者努力支援制度の評価

指標の一つである「個人へのインセンティブの提供の実施」として実施する。 

〇第１段階：健康づくりの第一歩としての各種検(健)診でのインセンティブ 

〇第２段階：健康づくりの行動がとれるきっかけとしての運動体験等でのインセンティブ 

〇第３段階：健康づくりの取組が習慣化するためのインセンティブ 

 

〇生活習慣病対策事業  

 〔継続〕 

    19,018 

   （19,742） 

生活習慣病該当者及びその予備軍の方を抽出し、受診勧奨や保健指導・栄養指導等を実施することで、生活習

慣の改善を目指す。 

〇データからの対象者選定、受診勧奨、保健指導・栄養指導、効果検証等 

国民健康保険事業特別会計 ５款２項１目 特定健康診査等事業費 

〇特定健康診査事業（特定健診

受診率向上事業） 〔継続〕 

   27,446 

    （27,218） 

特定健診の受診率を向上するためには、今まで健診を受けたことのない方に対してのアプローチが必要であ

る。健診を受けない方（健診未経験者）に対して現状分析を行い、勧奨方法等を工夫することで健診を受ける

方を増やす取組みを実施する。 

○人間ドック等事業 

 〔継続〕 

   30,929 

    （30,380） 

生活習慣病、その他の疾病の予防、疾病の早期発見、早期治療、重症化予防等を目的に国民健康保険被保険者

に対する人間ドック事業を実施する。 

○対象者 500名 

・角田市国民健康保険の被保険者（原則として、当該年度の4月1日現在）のうち、当該年度末現在（40歳、

45歳、50歳、55歳、60歳、65歳、70歳）に到達する方（健診当日に引き続き被保険者である方に限る。） 

 

 

介護保険特別会計 ３款 地域支援事業費 

 

○生活支援体制整備事業 

〔拡充〕 

 

    5,346  

（4,198） 

医療・介護のサービスのみならず、地域の生活支援サービスを担う事業主体（社会福祉協議会、シルバー人材

センター、協同組合、ボランティア等）と連携しながら、高齢者の多様な日常生活上の支援体制の充実・強化

及び社会参加の推進を一体的に図るため、平成28年度から生活支援コーディネート業務を角田市社会福祉協

議会に委託しているが、｢生活支援コーディネーター（地域支えあい推進員）｣を１名増員し、地域での巡回活

動を拡大し、更なる事業の推進を図る。 
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公共下水道事業特別会計 １款２項１目 公共下水道事業費 

○汚水施設建設事業（補助事業） 

 〔継続〕 

   156,000  

   （148,400） 

〇汚水管渠工事 Ｌ＝445ｍ 

〇舗装復旧工事 Ａ＝410㎡ 

〇ストックマネジメント対策工事（マンホール蓋取替え等 25箇所、下水道管更生 Ｌ＝44ｍ） 

 

○雨水施設建設事業（補助事業） 

 〔継続〕 

   152,000 

   （284,000） 

〇野田雨水幹線管渠築造工事 Ｌ＝158ｍ 

〇パイプライン設置工事   Ｌ＝553ｍ 

 

 

水道事業会計 資本的支出 １款１項１目 第７次拡張事業費 

○老朽配水管更新事業 

 〔継続〕 

   214,200 

（199,000） 

耐用年数を超える配水管が増加するため、老朽配水管更新事業の推進が必要となってきている現状から、災害

に強い信頼されるライフラインを目指し、配水管の更新･耐震化を図る。 
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